
一
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
書
誌
と
内
容

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
の
一
般
文
書
中
に
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』（
資

料
番
号
〈
九
四
〇
九
四
〉）
が
蔵
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
、
同
本
の
書
誌
を
簡

潔
に
記
す
。

仮
綴
冊
子
本
一
冊
。
寸
法
、
縦
二
三
・
五
糎
、
横
一
六
・
八
糎
。
表
紙

は
本
文
料
紙
共
紙
。
本
文
料
紙
楮
紙
。
墨
付
丁
数
四
丁
。
毎
半
葉
は
概

ね
六
行
書
き
。
江
戸
前
期
（
貞
享
三
年
）
写
。

同
本
に
は
、
外
題
・
内
題
と
も
に
見
当
た
ら
ず
、
と
く
に
定
ま
っ
た
呼
称

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
所
蔵
機
関
の
資
料
名
は
、
巻
頭
の
記
述
「
貞
享
三
年

六
月
十
三
日

一
乗
院
宮
御
茶
湯
」
に
拠
り
、
日
付
を
除
き
、
採
用
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

資
料
名
に
見
え
る
一
乗
院
宮
と
は
、
南
都
興
福
寺
の
一
乗
院
門
跡
で
あ

る
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
当
時
の
一
乗
院
門
跡
は
、
真
敬
親
王
（
一
六

四
九
│
一
七
〇
四
）
で
あ
る
。
真
敬
親
王
は
、
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
│
一

六
八
〇
）
を
父
、
新
広
義
門
院
（
園
基
音
女
、
一
六
二
四
│
一
六
七
七
）
を

母
と
す
る
。
同
腹
の
兄
弟
は
、
妙
法
院
宮
堯
如
親
王
（
一
六
四
〇
│
一
六
九

五
）、
品
宮
常
子
内
親
王
（
一
六
四
五
│
一
七
〇
二
）、
青
蓮
院
宮
尊
証
親
王

（
一
六
五
一
│
一
六
九
四
）、
霊
元
院
（
一
六
五
四
│
一
七
三
二
）、
大
聖
寺

宮
永
享
女
王
（
一
六
五
七
│
一
六
八
六
）
で
あ
る
。

同
本
は
茶
会
記
で
あ
る
。
本
文
に
、「
貞
享
三
年
六
月
十
三
日

一
乗
院

宮
御
茶
湯
」、「
同
月
十
七
日

豊
後
茶
湯
」、「
同
月

一
元
茶
湯
」
と
あ

り
、
貞
享
三
年
六
月
に
催
さ
れ
た
計
三
度
の
茶
会
が
記
録
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
亭
主
が
異
な
る
た
め
、
亭
主
以
外
の
参
席
者
が
記
し
た
と
見
て
よ
い
の
だ

ろ
う
。
実
際
、
貞
享
三
年
六
月
十
三
日
条
以
外
に
は
、
客
人
に
「
予
」
と
あ

る
。
こ
れ
が
、
茶
会
記
の
記
主
に
違
い
な
い
。

貞
享
三
年
六
月
十
三
日
の
茶
会
（
後
掲
の
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
翻
刻

﹇
１
﹈）
に
お
け
る
「
一
乗
院
宮
御
茶
湯
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
真
敬
親
王
に

対
す
る
記
主
の
敬
意
が
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
二
会
（
翻
刻
﹇
２
﹈

陽
明
文
庫
蔵
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
を
め
ぐ
っ
て

│
│
修
練
時
代
の
近
衞
家
�
茶
会
記
│
│

川

崎

佐
知
子

一
三



﹇
３
﹈）
で
、
客
人
を
列
挙
す
る
際
、
ま
ず
真
敬
親
王
を
立
て
る
一
方
、
自
身

を
、「
豊
後
」「
了
達
」「
一
元
」
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
る
。
こ
こ
か
ら
、

記
主
の
立
場
が
あ
る
程
度
窺
わ
れ
よ
う
。「
予
」
と
は
書
か
れ
な
い
茶
会

﹇
１
﹈
も
、
正
客
は
記
主
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
相
伴
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
の
だ
ろ
う
。
記
主
は
、
後
水
尾
院
の
親
王
で
あ
る
一
乗
院
宮
を
敬
い
な

が
ら
も
、
ほ
ぼ
対
等
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
記
主
は
、
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

二
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
記
主

真
敬
親
王
自
筆
の
日
記
が
現
存
す
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
一
乗

院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
二
十
六
冊
（
函
号
〈
〇
三
七
三
│
八
〉）
で

あ
る
。
完
本
で
は
な
い
な
が
ら
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
よ
り
元
禄
十
四

年
（
一
七
〇
一
）
ま
で
の
記
事
が
残
る
。
同
本
は
、
一
乗
院
門
跡
を
務
め
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
還
俗
し
、
同
十
七
年
に
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
水

（
�
）

谷
川
家
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
記
主
を
知
る
手
立
て
と
し
て
、
以
下
に
、『
一
乗

院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
か
ら
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
と
同
日
条
を

引
用
す
る
（
以
下
、
引
用
本
文
に
は
適
宜
読
点
を
ほ
ど
こ
し
、〔

〕
内
に

私
注
を
付
す
）。

①
十
三
日

内
府
殿
〔
近
衞
家
�
〕
入
来
、
出
納
豊
後
〔
平
田
職
直
〕、
小
畠
了
達
、
北
脇

一
元
被
召
供
了
、
於
小
座
敷
料
理
出
之
、

後
西
院
勅
筆
う
ち
茶

の
御
製
、
九

輪
釜
、
棚
ニ
清
水
焼
堆
朱
手
香
合
、
羽
箒
、

中
立
之
後
、
長
瓢
簞
花
入
ニ

夏
菊
活
之
、
瓢
ハ
常
修
院
宮
御
作
也
、
修

学
院
焼
水
指
青
薬
に
て

す
み
な
か
し
、
茂
三
茶
碗
、
さ
ゝ
耳
茶
入
、
宗
和
茶
杓
、

及
暮
御
帰
、

（『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
十
三
日
条
）

②
十
七
日
〔
略
〕

品
宮
〔
常
子
内
親
王
〕ニ
参
了
、
次
参
内
府
〔
近
衞
家
�
〕
亭
了
、
今
日
、
於
内

府
亭
、
出
納
豊
後
守
〔
平
田
職
直
〕
茶
持
参
、
振
舞
也
、

床
月
庵
墨
跡
宗
和
表
具
也
、前
ニ

三
足
卓
、金
鶏
香
炉
、古
備
前
釣
舟
活
夕
�
、

蘆
屋
釜
也
、
青
貝
香
合
、
宗
和
好
ノ
長
茶
入
御
室
焼
、
宗
和
作
之
茶
杓

等
也
、

（『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
十
七
日
条
）

③
廿
一
日
〔
略
〕

於
内
府
〔
近
衞
家
�
〕
亭
、
北
脇
一
元
茶
持
参
、

九
偀
山
水
絵
、
春
屋
墨
跡
等
也
、

（『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
二
十
一
日
条
）

①
で
は
、
内
府
近
衞
家
�
（
一
六
六
七
│
一
七
三
六
）
が
、
真
敬
親
王
を

訪
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
近
衞
家
�
母
で
あ
る
品
宮
常
子
内
親
王
の
日
記

『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』（
陽
明
文
庫
蔵
自
筆
本
）
の
同
日
条
を
引
用
す
る
。

十
三
日
、
乙
丑
、
は
る
ゝ
、

一
四



内
府
〔
近
衞
家
�
〕
ち
ら
と
ま
い
ら
る
ゝ
、
夕
か
た
一
門
〔
真
敬
親
王
〕
へ
ち

や
の
ゆ
に
ま
い
ら
る
ゝ
と
也
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
十
三
日
条
）

近
衞
家
�
が
、
品
宮
居
所
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
、
真
敬
親
王
の
も
と
へ
向

か
っ
て
い
る
。
近
衞
家
本
殿
に
ほ
ど
近
い
一
乗
院
里
坊
で
の
茶
会
と
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
、
①
の
正
客
は
、
近
衞
家
�
で
あ
ろ
う
。

②
で
は
、
真
敬
親
王
が
、
品
宮
を
訪
問
し
て
の
ち
、
近
衞
家
�
へ
赴
い
て

い
る
。
こ
ち
ら
も
、
つ
ぎ
の
『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
に
よ
り
、
真
敬
親
王

が
、
品
宮
方
で
近
衞
家
�
か
ら
の
案
内
を
待
ち
、
茶
後
、
再
び
品
宮
を
訪
れ

た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

十
七
日
、
己
巳
、
は
る
ゝ
、
夜
ニ
入
雨
少
ふ
る
、

内
府
〔
近
衞
家
�
〕
ち
ら
と
ま
い
ら
る
ゝ
、
一
門
〔
真
敬
親
王
〕
な
ら
し
ま

（
虫
損
）

す
、
け
ふ
は
内
府
か
た
〔

〕
後
御
ち
や
ま
い
ら
す
、
あ
な
た
よ
り
あ

ん
な
い
ま
て
、
こ
ゝ
も
と
に
な
る
、
く
れ
て
か
ら
御
か
へ
り
に
又
こ
ゝ

も
と
へ
ち
ら
と
な
ら
し
ま
す
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
十
七
日
条
）

さ
ら
に
、
③
に
よ
り
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
で
は
日
付
が
不
明
で
あ
っ

た
三
会
め
が
、
貞
享
三
年
六
月
二
十
一
日
付
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

以
上
に
よ
り
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
記
主
は
、
当
時
内
大
臣
従
二
位

の
近
衞
家
�
と
判
明
す
る
。
書
写
年
代
か
ら
、
若
書
き
の
自
筆
と
推
定
す

る
。
近
衞
家
�
の
茶
湯
に
関
し
て
は
、
山
科
道
安
『
槐
記
』
が
著
名
で
あ

る
。
ま
た
、
自
会
記
『
御
茶
湯
之
記
』
全
十
一
冊
（
陽
明
文
庫
蔵
、
資
料
番

号
〈
九
四
〇
九
六
〉│
〈
九
四
一
〇
六
〉）
の
伝
存
に
よ
り
、
正
徳
二
年
（
一

七
一
二
）
八
月
よ
り
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
正
月
ま
で
に
、
計
三
百

（
�
）

八
会
を
催
し
た
ほ
ど
の
大
茶
人
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
が
晩
年
の
功
績
で
あ
る
の
に
対
し
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
は
、
他
会
記

な
が
ら
、
青
年
貴
族
、
近
衞
家
�
が
、
自
筆
で
著
し
た
と
こ
ろ
に
、
特
徴
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。

な
お
、
斎
藤
弘
氏
「
近
衞
予
楽
院
公
と
茶
杓
」（『
日
本
之
茶
道
』
一
九
三

一
九
五
〇
年
十
一
月
）
に
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
と
思
わ
れ
る
資
料
へ

の
言
及
が
あ
る
。
た
だ
し
、
同
論
文
で
は
、
近
衞
家
�
父
の
基
�
（
一
六
四

八
│
一
六
二
二
）
を
記
主
と
す
る
。

小
笹
喜
三
氏
「
公
家
貴
族
の
茶
会
」（
林
屋
辰
三
郎
氏
・
永
島
福
太
郎
氏

編
集
『
図
説
茶
道
大
系

第
三
巻

茶
会
と
点
前
』
角
川
書
店

一
九
六
四

年
）
二
三
八
頁
の
図
版
三
〇
〇
に
、「
一
乗
院
宮
御
茶
湯
之
記

予
楽
院
自

筆
本
」
と
し
て
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三
、
修
練
時
代
の
近
衞
家
�
茶
湯

青
年
期
の
近
衞
家
�
の
茶
湯
に
関
し
て
は
、
谷
端
昭
夫
氏
『
公
家
茶
道
の

研
究
』（
思
文
閣
出
版

二
〇
〇
五
年
）
第
四
章
第
二
節
「
流
儀
化
と
伝
授

│
近
衛
家
熈
と
鷹
司
輔
信
│
」
に
論
じ
ら
れ
る
。
同
書
は
、
お
も
に
『
後
西

（
�
）

院
御
茶
之
湯
記
』（
唐
招
提
寺
蔵
）・『
入
道
真
敬
親
王
御
日
記
』（
大
倉
精
神

陽
明
文
庫
蔵
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
を
め
ぐ
っ
て

一
五



文
化
研
究
所
蔵
）・『
槐
記
』・『
御
茶
湯
之
記
』
等
に
基
づ
き
、
常
修
院
宮

（
一
六
一
七
│
一
六
九
九
）
等
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
、
後
西
院
（
一
五
九
六

│
一
六
八
〇
）・
真
敬
親
王
等
を
経
て
一
定
の
形
式
に
ま
で
整
え
ら
れ
た
公

家
の
茶
を
、
近
衞
家
�
が
継
承
し
確
立
し
た
、
と
説
く
。
そ
う
し
た
見
地
か

ら
、
天
和
・
貞
享
年
間
は
、
近
衞
家
�
に
と
っ
て
の
「
茶
湯
の
修
練
時
代
」

と
位
置
づ
け
、
重
視
す
る
。

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
は
、
ま
さ
に
修
練
時
代
の
実
態
を
示
す
資
料
と
思

わ
れ
る
。
で
は
、
同
本
か
ら
見
て
取
れ
る
近
衞
家
�
の
茶
湯
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
貞
享
三
年
と
い
う
時
期
に
注
目
す
る
。
谷
端
昭
夫
氏
著
書
は
、

『
後
西
院
御
茶
之
湯
記
』
に
よ
り
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
九
月
二
十
七

日
の
後
西
院
茶
会
へ
の
伺
候
が
、
客
と
し
て
の
近
衞
家
�
の
初
会
で
あ
り
、

翌
年
二
月
三
日
の
後
西
院
茶
会
で
は
正
客
を
つ
と
め
た
と
す
る
。
い
っ
ぽ

う
、
初
め
て
亭
主
と
な
っ
た
の
は
、『
入
道
真
敬
親
王
御
日
記
』
を
も
と
に
、

貞
享
元
年
四
月
二
十
五
日
か
と
し
て
い
る
。
近
年
、
緑
川
明
憲
氏
『
豫
楽
院

鑑

近
衞
家
�
公
年
譜
』（
勉
誠
出
版

二
〇
一
二
年
）
は
、
客
と
し
て
は
、

『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
延
宝
九
年
四
月
二
十
四
日
条
に
見
え
る
後
西
院
の

振
る
舞
い
が
、
亭
主
と
し
て
は
、『
同
』
延
宝
九
年
五
月
二
十
五
日
条
が
、

そ
れ
ぞ
れ
早
い
例
で
あ
る
と
紹
介
し
た
。『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
や
『
一

乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
で
確
認
す
る
限
り
、
こ
れ
以
降
、
茶
事
に

関
す
る
記
事
が
増
え
る
の
は
た
し
か
で
、
緑
川
明
憲
氏
著
書
の
指
摘
に
従
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
衞
家
�
が
、
何
ら
か
の
形
で
茶
湯
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
延

宝
九
年
（
天
和
元
年
）、
十
五
歳
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
一
乗
院
宮

御
茶
湯
』
の
貞
享
三
年
当
時
は
二
十
歳
。
一
層
身
を
入
れ
て
励
む
よ
う
に
な

っ
た
時
期
と
察
せ
ら
れ
る
。

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
三
会
の
う
ち
、
貞
享
三
年
六
月
十
三
日
条
以
外

の
二
会
は
、「
内
府
亭
」
で
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
茶
会
の
場
に
つ
い

て
考
え
る
。

近
衞
家
�
が
初
め
て
亭
主
を
務
め
た
と
さ
れ
る
茶
会
の
記
事
を
、『
无
上

法
院
殿
御
日
記
』
よ
り
引
用
す
る
。

廿
五
日
、
丁
丑
、
は
る
ゝ
、

か
こ
居
に
て
、
大
納
言
〔
近
衞
家
�
〕
よ
り
左
府
〔
近
衞
基
�
〕、
我
身
〔
品
宮

常
子
内
親
王
〕
へ
ち
や
ふ
る
ま
ひ
給
ふ
、
中
務
卿
〔
品
宮
乳
母
〕、
む
せ
ん

〔
寺
田
無
禅
〕
御
さ
う
は
ん
也
、
そ
か
ん
〔
祖
岸
文
舟
〕
ふ
と
ま
い
ら
れ
、
よ

き
折
ふ
し
と
さ
う
は
ん
な
り
、
め
て
た
く
幾
ひ
さ
し
く
と
い
は
ふ
、
め

て
た
し
�
�
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
延
宝
九
年
五
月
二
十
五
日
条
）

当
時
の
近
衞
家
�
は
、
従
二
位
権
大
納
言
。
父
母
を
招
き
、
品
宮
常
子
内

親
王
の
乳
母
中
務
卿
と
、
家
来
の
寺
田
無
禅
が
相
伴
し
、
来
合
わ
せ
た
祖
岸

文
舟
も
同
座
し
た
。
祖
岸
文
舟
は
園
基
音
子
で
、
品
宮
常
子
内
親
王
の
血
縁

に
あ
た
る
た
め
、
常
々
近
衞
家
の
御
裏
方
に
出
入
り
し
て
い
た
（『
无
上
法

院
殿
御
日
記
』）。
気
心
の
知
れ
た
身
内
ば
か
り
の
会
と
い
え
る
。
茶
会
が
行

わ
れ
た
「
か
こ
居
」
は
、
近
衞
家
の
茶
室
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
茶
室
に
は
、
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同
年
、
内
部
に
小
さ
な
座
敷
が
新
設
さ
れ
、
近
衞
家
�
と
弟
直
君
が
、
母
宮

の
た
め
に
茶
を
点
て
て
い
る
。

廿
一
日
、
庚
子
、
は
る
ゝ
、
夜
ニ
入
時
々
雨
、

か
こ
居
の
う
ち
に
、
又
此
こ
ろ
ち
い
さ
き
さ
し
き
出
来
て
、
け
ふ
大
納

言
〔
近
衞
家
�
〕、
直
君
〔
大
炊
御
門
信
名
〕、
我
身
御
ふ
る
ま
ひ
に
て
、
ち
や

た
て
給
ふ
、
し
ほ
ら
し
き
か
こ
居
也
、
め
て
た
し
�
�
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
元
年
十
月
二
十
一
日
条
）

同
年
末
に
な
る
と
、
近
衞
家
�
自
身
の
曹
司
で
の
茶
会
も
認
め
ら
れ
る
。

十
二
日
、
辛
卯
、
は
れ
曇
、
時
々
雪
ふ
る
、

大
納
言
へ
や
に
て
、
左
府
〔
近
衞
基
�
〕、
我
身
〔
品
宮
常
子
内
親
王
〕
へ
ち
や

ふ
る
ま
ひ
給
ふ
、
む
せ
ん
〔
寺
田
無
禅
〕
も
さ
う
は
ん
す
、
ち
さ
う
也
、

ち
や
の
手
ま
へ
も
み
事
成
よ
し
、
む
せ
ん
ほ
む
る
、
め
て
た
し
�
�
、

〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
元
年
十
二
月
十
二
日
条
）

天
和
元
年
十
二
月
十
二
日
条
は
、「
大
納
言
へ
や
」
で
の
父
母
へ
の
振
る

舞
い
で
あ
る
。
相
伴
の
寺
田
無
禅
が
、
近
衞
家
�
の
点
前
を
賞
賛
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
翌
年
に
は
、
曹
司
内
に
茶
室
が
設
営
さ
れ
た
。

十
四
日
、
壬
辰
、
時
々
雨
ふ
る
、

大
納
言
へ
や
に
、
ち
い
さ
き
か
こ
居
さ
し
き
た
て
給
ひ
、
左
府
〔
近
衞
基

�
〕、
我
身
〔
品
宮
常
子
内
親
王
〕
へ
、
け
ふ
ち
や
ふ
る
ま
は
る
ゝ
、
む
せ
ん

〔
寺
田
無
禅
〕、
中
務
卿
〔
品
宮
乳
母
〕
も
ふ
る
ま
ひ
給
ふ
、
し
ほ
ら
し
き
か

つ
て
に
て
、
庭
な
と
も
石
な
と
す
へ
、
山
さ
と
め
き
た
る
心
地
し
て
、

お
も
し
ろ
さ
、
左
府
も
こ
と
の
外
な
く
さ
み
給
ひ
、
御
よ
ろ
こ
ひ
也
、

ち
や
も
た
て
ら
れ
、
一
た
ん
と
よ
き
も
て
な
し
と
も
に
て
よ
ろ
こ
ふ
、

め
て
た
く
幾
ひ
さ
し
く
と
い
は
ふ
、
め
て
た
し
�
�
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
二
年
四
月
十
四
日
条
）

「
し
ほ
ら
し
き
か
つ
て
」
に
、「
庭
な
と
も
石
な
と
す
へ
、
山
さ
と
め
き
た

る
心
地
し
て
、
お
も
し
ろ
さ
」
と
、
じ
つ
に
趣
向
を
こ
ら
し
た
茶
室
だ
っ
た

ら
し
い
。

こ
の
後
、
近
衞
家
�
は
、
天
和
三
年
十
二
月
の
霊
元
院
女
一
宮
憲
子
内
親

王
と
の
婚
姻
に
備
え
、
近
衞
家
本
殿
敷
地
内
に
、
新
邸
を
経
営
し
た
。
同
年

八
月
九
日
手
斧
始
（『
基
�
公
記
』
同
日
条
）、
同
年
十
月
二
十
六
日
棟
上
げ

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
同
日
条
）、
同
年
十
一
月
十
四
日
地
祭
（『
无
上
法

院
殿
御
日
記
』
同
日
条
）
を
経
て
、
同
年
十
一
月
十
五
日
に
移
徙
し
た

（『
基
�
公
記
』『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
同
日
条
）。
こ
こ
に
茶
室
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
を
示
す
明
確
な
記
述
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、

す
で
に
天
和
二
年
に
、
曹
司
内
に
茶
室
を
拵
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
新
造
に
も
備
わ
っ
て
い
た
と
想
像
す
る
。『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の

茶
会
の
場
も
、
こ
の
邸
内
で
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

陽
明
文
庫
蔵
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
を
め
ぐ
っ
て
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四
、
近
衞
家
�
と
真
敬
親
王

『
槐
記
』
に
は
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
と
お
り
、
近
衞
家
�
が
、
常
修
院
宮
と

真
敬
親
王
と
を
、
茶
湯
の
先
達
と
崇
め
る
よ
う
な
記
述
を
随
所
に
認
め
う

る
。〔

略
〕
昔
ノ
人
ト
花
ノ
仕
様
、
大
ニ
差
別
ア
リ
、
昔
、
常
修
院
殿
、
三

菩
提
院
殿
〔
真
敬
親
王
〕
ナ
ト
ノ
、
茶
ノ
花
ニ
珍
キ
ヲ
ト
好
マ
レ
タ
ル
コ

イ
ツ

ト
ハ
ナ
シ
、
何
ニ
テ
モ
、
水
仙
、
椿
、
梅
ナ
ト
ノ
外
ハ
少
シ
ソ
レ
ヲ

面
々
ノ
亭
主
ノ
心
ニ
テ
、
同
シ
花
ヲ
生
替
タ
ル
コ
ソ
賞
翫
ナ
レ
、
珍
キ

花
ヲ
ト
好
ハ
、
花
シ
ダ
イ
ニ
テ
、
亭
主
ノ
物
数
寄
ハ
ナ
キ
ト
云
モ
ノ

也
、
炭
ト
花
ト
ハ
カ
リ
ニ
テ
百
会
モ
事
替
ル
コ
ソ
茶
ノ
本
意
ナ
レ
、
花

ノ
珍
キ
ヲ
ト
好
ム
ハ
僻
事
也
、〔
後
略
〕

（
陽
明
文
庫
蔵
『
槐
記
』
山
科
道
安
自
筆
本

享
保
十
一
年
三
月
四
日
条
）

茶
花
に
奇
を
衒
う
こ
と
を
戒
め
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
花
を
、
亭
主
の

工
夫
で
如
何
様
に
も
見
せ
る
こ
と
が
、
茶
湯
の
本
意
と
説
く
。
そ
の
模
範

が
、
常
修
院
宮
や
真
敬
親
王
な
の
だ
と
い
う
。

右
で
は
、
常
修
院
宮
に
並
べ
て
、
真
敬
親
王
を
「
昔
ノ
人
」
と
称
美
す

る
。『
槐
記
』
は
、
享
保
九
年
よ
り
同
二
十
一
年
正
月
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。

近
衞
家
�
は
、
晩
年
ま
で
変
わ
ら
ず
追
慕
し
続
け
た
真
敬
親
王
と
、
ど
の
よ

う
に
交
流
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

真
敬
親
王
は
、
品
宮
常
子
内
親
王
と
同
腹
で
あ
る
。
内
縁
が
あ
る
う
え
、

里
坊
は
近
衞
家
本
殿
に
至
近
の
た
め
、
在
京
中
は
何
か
と
近
衞
家
を
訪
問
し

て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、『
基
�
公
記
』『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
等
に
描
か

れ
る
。
茶
人
で
あ
り
、
他
会
記
『
後
西
院
御
茶
之
湯
記
』
の
記
主
で
あ
る
。

同
書
は
、
後
西
院
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
延
宝
六
年
十
二
月
十
二
月
九
日
よ

り
貞
享
二
年
二
月
一
日
ま
で
の
計
二
十
六
会
は
、
当
然
な
が
ら
、
真
敬
親
王

が
参
席
し
た
会
ば
か
り
で
あ
る
。
貞
享
二
年
二
月
二
十
二
日
の
後
西
院
崩
御

直
前
ま
で
、
新
院
御
所
へ
伺
候
し
た
の
で
あ
る
。

修
練
時
代
の
近
衞
家
�
は
、
父
母
や
家
来
等
を
相
手
に
、
自
会
を
も
よ
お

す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
真
敬
親
王
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。『
无
上
法
院

殿
御
日
記
』
天
和
元
年
十
二
月
十
五
日
条
は
、
曹
司
内
で
の
茶
湯
で
あ
る
。

前
節
に
引
用
し
た
『
同
』
天
和
元
年
十
二
月
十
二
日
条
、
近
衞
基
�
・
品
宮

常
子
内
親
王
・
寺
田
無
禅
を
招
い
た
会
の
三
日
後
に
あ
た
る
。

十
五
日
、
甲
午
、
は
る
ゝ
、

左
府
〔
近
衞
基
�
〕、
新
院
〔
後
西
院
〕
へ
ま
い
り
給
ふ
、
一
門
〔
真
敬
親
王
〕

ニ
も
し
こ
う
に
て
、
左
府
よ
に
入
退
出
、
一
門
ニ
も
こ
な
た
へ
な
ら
し

ま
し
て
、
大
納
言
〔
近
衞
家
�
〕
部
屋
に
て
ち
や
ま
い
ら
せ
給
ふ
、
戌
刻

過
に
御
か
へ
り
也
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
元
年
十
二
月
十
五
日
条
）

同
日
に
は
、
新
院
御
所
へ
、
常
修
院
宮
・
近
衞
基
�
・
真
敬
親
王
が
伺
候

し
、
後
西
院
茶
会
が
行
わ
れ
た
（『
後
西
院
御
茶
之
湯
記
』）。
帰
途
、
近
衞
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基
�
に
同
道
来
邸
し
た
真
敬
親
王
は
、
近
衞
家
�
よ
り
茶
の
も
て
な
し
を
受

け
た
。
同
じ
よ
う
な
例
は
、『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
に
多
く
見
出
せ
る
。

廿
五
日
、
辛
酉
、
雨
ふ
る
、

一
門
〔
真
敬
親
王
〕
な
ら
し
ま
す
、
夕
か
た
大
納
言
〔
近
衞
家
�
〕
ち
や
の
ゆ

の
ふ
る
ま
ひ
也
、
こ
な
た
の
か
こ
ゐ
に
て
也
、
そ
か
ん
〔
祖
岸
文
舟
〕
も

さ
う
は
ん
也
、
一
門
戌
刻
程
に
か
へ
り
給
ふ
、
け
ふ
も
や
う
き
う
有
、

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
四
年
四
月
二
十
五
日
条
）

真
敬
親
王
の
ほ
か
、
祖
岸
文
舟
が
相
伴
し
、
品
宮
常
子
内
親
王
も
同
席
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
年
長
の
内
縁
者
ば
か
り
を
相

手
に
、
初
心
の
近
衞
家
�
が
饗
応
し
て
い
る
。

近
衞
家
�
が
理
想
と
し
た
も
う
一
人
の
茶
人
、
常
修
院
宮
に
関
し
て
も
、

真
敬
親
王
が
仲
立
ち
し
た
形
跡
が
あ
る
。

四
日
、

〔
略
〕
昼
後
、
内
府
公
〔
近
衞
家
�
〕
入
来
、
依
兼
約
、
同
道
ニ
テ
、
参
常

修
院
宮
、
御
小
座
敷
、
唐
絵
勅
筆
云
々
、
蘆
屋
御
釜
、
布
袋
音
羽
焼
香
合
、

中
立
後
捩
抜
尻
ふ
く
ら
、
白
地
金
茶
袋
、
茶
碗
、
茶
杓
、
花
入
、〔
後
略
〕

（『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
十
月
四
日
条
）

真
敬
親
王
が
、
常
修
院
宮
の
茶
会
へ
、
近
衞
家
�
を
伴
っ
た
。
こ
れ
は

「
兼
約
」
と
い
い
、
相
応
の
御
膳
立
て
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。『
无
上

法
院
殿
御
日
記
』
同
日
条
に
よ
れ
ば
、
茶
会
後
、
様
子
の
報
告
の
た
め
、
わ

ざ
わ
ざ
近
衞
家
�
が
品
宮
方
へ
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
特
別
の
出
来
事
だ
っ
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
。

四
日
、
乙
卯
、
は
る
ゝ
、

〔
略
〕
一
門
ち
ら
と
な
ら
し
ま
す
、
内
府
〔
近
衞
家
�
〕
同
道
に
て
、
常
し

ゆ
院
と
の
〔
常
修
院
宮
〕
へ
な
ら
し
ま
す
、
夜
ニ
入
、
内
府
か
へ
り
に
こ

な
た
へ
た
ち
よ
ら
れ
、
常
し
ゆ
院
殿
御
ち
そ
う
、
何
か
も
の
か
た
り
と

も
あ
り
て
、
か
へ
ら
る
ゝ
、

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
三
年
十
月
四
日
条
）

常
修
院
宮
は
後
水
尾
院
の
異
母
弟
で
は
あ
る
が
、
近
衞
家
の
人
々
と
互
い

に
往
来
す
る
ほ
ど
ま
で
の
親
し
い
間
柄
に
は
な
く
、
そ
も
そ
も
は
、
後
西
院

が
縁
を
取
り
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
西
院
の
新
院
御
所
で
は
、
和
歌
や
物

語
等
の
講
釈
や
校
合
が
な
さ
れ
、
伺
候
し
た
人
々
が
出
会
う
場
と
も
な
っ
て

い
た
。九

日
、
庚
寅
、
曇
、
夕
立
、
夜
ニ
入
は
る
ゝ
、

御
け
う
か
う
〔
校
合
〕
に
て
、
新
院
〔
後
西
院
〕
へ
左
府
〔
近
衞
基
�
〕、
我
身

〔
品
宮
常
子
内
親
王
〕
も
ま
い
る
、
常
し
ゆ
院
殿
〔
常
修
院
宮
〕
も
ま
い
り
給

ふ
、
夕
か
た
御
せ
ん
、
御
か
こ
居
に
て
の
御
ふ
る
ま
ひ
也
、
御
ち
や
は

常
し
ゅ
院
殿
た
て
給
ふ
、
御
手
ま
へ
は
し
め
て
み
る
、
内
々
こ
れ
は

き
ゝ
お
よ
ひ
し
事
也
、
誠
に
み
事
さ
申
成
は
御
し
よ
さ
也
、
御
ち
や
過

陽
明
文
庫
蔵
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
を
め
ぐ
っ
て

一
九



て
、
く
れ
ま
へ
に
常
し
ゆ
院
殿
に
は
御
か
へ
り
也
、
左
府
、
我
身
は
亥

刻
過
に
か
へ
る
、
と
ん
け
院
殿
〔
曇
華
院
清
安
〕、
其
ほ
か
宮
か
た
も
出
給

ひ
、
け
さ
ん
ニ
入
、（『

无
上
法
院
殿
御
日
記
』
延
宝
九
年
六
月
九
日
条
）

新
院
御
所
で
の
校
合
に
、
常
修
院
宮
が
居
合
わ
せ
た
折
が
あ
っ
た
。『
基

�
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
継
続
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
『
拾
遺

集
』
校
合
で
あ
る
。
記
主
の
品
宮
常
子
内
親
王
は
、
常
修
院
宮
の
点
前
を
初

め
て
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
所
作
を
賛
嘆
し
て
い
る
。「
内
々
こ
れ
は

き
ゝ
お
よ
ひ
し
事
也
」
と
、
常
修
院
宮
の
茶
人
ぶ
り
は
、
新
院
御
所
で
も
兼

ね
て
か
ら
噂
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
く
新
院
御
所
に
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
が
な
さ
れ
た
時
で
あ
る
。

十
二
日
、
丙
辰
、
は
れ
曇
、
時
々
雨
少
々
ふ
る
、

け
ふ
も
御
か
う
し
や
く
に
て
、
新
院
〔
後
西
院
〕
へ
、
左
府
〔
近
衞
基
�
〕、

我
身
〔
品
宮
常
子
内
親
王
〕、
大
納
言
〔
近
衞
家
�
〕
も
ま
い
る
、
あ
り
す
河
の

宮
〔
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
〕、
し
や
う
こ
院
宮
〔
聖
護
院
宮
道
祐
親
王
〕、
と
ん
け

院
殿
〔
曇
華
院
宮
清
安
〕
ニ
も
御
さ
ん
也
、
平
松
中
納
言
〔
平
松
時
量
〕
も
出

座
也
、
御
か
う
し
や
く
有
て
、
何
か
御
は
な
し
と
も
に
て
、
子
刻
程
に

か
へ
る
、
常
し
ゆ
院
殿
の
き
ら
せ
ら
る
ゝ
花
入
と
も
、
た
く
さ
ん
ニ
み

せ
ら
れ
、
左
府
、
大
納
言
、
我
身
へ
も
め
き
ゝ
さ
せ
ら
れ
、
た
ふ
、
と

り
�
�
み
事
成
事
、
い
つ
れ
も
か
た
し
け
な
か
り
、
い
た
ゝ
き
か
へ

る
、

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
二
年
九
月
十
二
日
条
）

近
衞
基
�
、
品
宮
常
子
内
親
王
、
近
衞
家
�
の
ほ
か
、
有
栖
川
宮
幸
仁
親

王
等
、
後
西
院
の
宮
達
も
大
勢
参
会
す
る
な
か
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、

常
修
院
宮
作
の
花
入
を
鑑
定
さ
せ
、
褒
美
に
持
ち
帰
ら
せ
る
と
い
う
余
興
が

あ
っ
た
。
常
修
院
宮
手
造
り
の
茶
道
具
が
い
か
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
か
、
ま

た
、
後
西
院
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
常
修
院
宮
作
花
入
を
所
有
し
て
い
た
か
、

が
よ
く
わ
か
る
。

『
後
西
院
御
茶
湯
之
記
』
で
見
る
限
り
、
後
西
院
茶
会
で
、
近
衞
家
�
が

常
修
院
宮
と
同
席
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
父
の
近
衞
基
�
が
、
さ
き
に
引

用
し
た
『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
延
宝
九
年
六
月
九
日
条
以
降
に
、
天
和
元

年
十
二
月
十
五
日
、
天
和
二
年
十
二
月
五
日
、
同
九
日
と
、
計
三
会
に
同
座

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
現
存
す
る
資
料
で
両
者
の
交
誼
が

認
め
ら
れ
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
後
西
院
崩
御
後
、
真
敬
親
王
を
介
し
て

の
こ
と
で
あ
る
。

五
、
そ
の
ほ
か
の
参
会
者
に
つ
い
て

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
に
記
録
さ
れ
る
茶
会
に
は
、
近
衞
家
�
と
真
敬
親

王
の
ほ
か
に
、
出
納
豊
後
守
の
平
田
職
直
（
一
六
四
九
│
一
七
四
二
）、
小

畠
了
達
（
一
六
二
五
│
一
七
一
〇
）、
北
脇
一
元
（
又
左
衛
門
）
の
三
名
が

同
席
し
て
い
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』

貞
享
三
年
六
月
十
三
日
条
（
第
二
節
①
）
に
「
被
召
供
了
」
と
あ
る
よ
う

二
〇



に
、
こ
の
三
名
は
近
衞
家
�
が
引
き
連
れ
て
き
た
従
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。平

田
職
直
は
、
蔵
人
所
出
納
。
天
和
二
年
に
豊
後
守
（『
地
下
家
伝
』）。

下
級
官
人
で
あ
る
が
、
当
時
、
近
衞
家
�
の
茶
会
に
し
ば
し
ば
参
会
し
た
こ

と
が
、
つ
ぎ
の
『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
か
ら
窺
え
る
。

四
日
、

於
内
府
亭
、
茶
之
湯
有
之
、
辰
刻
参
、
出
納
〔
平
田
職
直
〕
相
伴
也
、〔
後

略
〕

（『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
十
月
四
日
条
）

小
畠
了
達
は
、
つ
ぎ
の
『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
の
傍
線
部
か
ら
、
後
西

院
在
位
中
の
扶
持
人
の
禁
裏
能
大
夫
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
一
線
を
退
き
、

剃
髪
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

廿
四
日
、
辛
酉
、
は
る
ゝ
、

大
納
言
〔
近
衞
家
�
〕
ま
い
ら
る
ゝ
、
け
ふ
は
松
平
大
す
み
の
守
〔
島
津
光

久
〕
よ
り
、
今
度
の
し
う
義
の
つ
か
ひ
有
、
左
府
〔
近
衞
基
�
〕、
大
納
言

も
た
い
め
ん
也
、
我
身
〔
品
宮
常
子
内
親
王
〕
へ
も
ち
り
め
ん
十
巻
あ
か
し
ろ
、

た
る
さ
か
な
く
る
ゝ
、
い
つ
れ
も
へ
め
い
�
�
に
し
ん
上
也
、
め
て
た

し
�
�
、
一
門
〔
真
敬
親
王
〕
御
用
の
事
有
て
、
今
朝
御
上
ら
く
な
り
、

こ
よ
ひ
こ
ゝ
も
と
へ
も
な
ら
し
ま
す
、
子
刻
程
に
か
へ
り
給
ふ
、
園
大

納
言
〔
園
基
福
〕
お
も
て
へ
ま
い
ら
れ
、
く
こ
ん
さ
た
有
て
に
き
�
�
し

さ
、
れ
う
た
つ
〔
小
畠
了
達
〕
も
ふ
と
ま
い
り
あ
は
せ
、
よ
き
お
り
ふ
し

と
う
た
ひ
う
た
ふ
、
こ
れ
は
新
院
〔
後
西
院
〕
御
さ
い
位
の
御
ふ
ち
人
の

太
ゆ
ふ
也
、
今
程
は
ほ
つ
た
い
し
て
、
も
は
や
と
し
も
よ
り
た
れ
と

も
、
い
ま
た
声
よ
く
て
中
�
�
お
も
し
ろ
き
事
也
、
く
れ
か
た
ま
て
く

こ
ん
に
て
、
か
へ
ら
る
ゝ
、
け
い
し
ゆ
院
〔
冷
泉
為
綱
母
〕
も
ま
い
ら

る
ゝ
、

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
条
）

右
に
は
、
近
衞
家
�
の
婚
姻
を
祝
す
た
め
上
洛
し
た
松
平
大
隅
守
の
使
者

を
迎
え
た
折
、
来
合
わ
せ
た
小
畠
了
達
の
言
祝
ぐ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
小
畠
了
達
は
、
近
衞
家
に
頻
繁
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、

宴
席
を
盛
り
上
げ
た
り
、
無
聊
を
慰
め
た
り
す
る
役
を
担
っ
た
よ
う
で
あ
る

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
元
年
四
月
十
三
日
条
ほ
か
）。
富
裕
な
町
人

出
で
、
漢
詩
文
に
も
造
詣
が
深
い
小
畠
了
達
は
、
茶
湯
も
嗜
ん
で
お
り
、
摂

（
�
）

関
家
若
君
の
お
相
手
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

北
脇
一
元
も
、
近
衞
家
に
出
入
り
し
た
太
鼓
役
者
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
『
无

上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
四
年
六
月
九
日
条
は
、
同
年
五
月
八
日
に
誕
生
し

た
近
衞
家
�
嫡
男
敏
君
（
の
ち
の
近
衞
家
久
）
の
忌
明
・
宮
参
り
を
祝
す
宴

席
の
記
事
で
あ
る
。
小
畠
了
達
と
と
も
に
、
北
脇
一
元
が
、
近
衞
家
�
に
召

さ
れ
、
狂
言
舞
を
披
露
し
て
い
る
。

九
日
、
乙
卯
、
は
る
ゝ
、

〔
略
〕
夜
ニ
入
て
、
内
府
〔
近
衞
家
�
〕
か
た
に
て
、
う
た
い
有
、
れ
う
た

陽
明
文
庫
蔵
『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
を
め
ぐ
っ
て

二
一



つ
〔
小
畠
了
達
〕
ま
い
る
、
に
き
�
�
の
事
に
て
、
女
中
衆
も
の
そ
き
み

給
ふ
、
お
も
し
ろ
か
り
也
、
一
け
ん
〔
北
脇
一
元
〕
き
や
う
け
ん
ま
い
な

と
も
す
、
お
か
し
さ
、
よ
き
な
く
さ
み
と
も
也
、〔
後
略
〕

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
四
年
六
月
九
日
条
）

ま
た
、
有
岡
道
瑞
『
茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
の
第
三
会
（
年
次
不
明
十
月

十
七
日
付
、
客
は
有
岡
道
瑞
・
上
嶋
勘
四
郎
・
森
本
九
郎
右
衛
門
）、
お
よ

び
第
三
十
五
会
（
年
次
不
明
十
月
三
日
付
、
客
は
有
岡
道
瑞
・
沢
屋
長
右
衛

門
）
に
て
、
北
脇
一
元
が
席
主
を
務
め
、
同
じ
く
第
十
二
会
（
年
次
不
明
八

月
十
四
日
付
）
家
原
自
仙
亭
茶
会
に
、
有
岡
道
瑞
・
進
藤
長
右
衛
門
と
と
も

（
�
）

に
参
会
し
て
お
り
、
茶
湯
の
心
得
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
参
会
者
は
、
近
衞
家
�
と
真
敬
親
王
の
ほ
か
は
、

下
級
の
出
入
り
者
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
修
練
時
代
の
近
衞
家
�
の
茶
湯

は
、
血
縁
者
・
家
来
な
ど
の
ご
く
内
輪
の
人
々
を
相
手
に
な
さ
れ
て
い
た
、

（
�
）

と
い
う
谷
畑
昭
夫
氏
著
書
の
指
摘
に
通
じ
る
よ
う
に
思
う
。

つ
ぎ
の
『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
二
十
六
日

条
で
は
、
近
衞
家
�
亭
に
て
、
小
畠
了
達
が
、
近
衞
家
�
に
茶
を
進
上
し
、

真
敬
親
王
が
相
伴
し
て
い
る
。

廿
六
日
、〔
略
〕

於
内
府
〔
近
衞
家
�
〕
亭
、
小
畠
了
達
茶
持
参
、
昼
以
後
参
彼
亭
、
令
相

伴
了
、
楊
月
墨
絵
竹
ニ
鳥
、
辛
津
水
指
、
め
ん
と
り
茶
入
赤
地
金
ラ
ン
袋
、

野
村
新
兵
衛
茶
杓
、
宗
和
筒
ニ
花
活
之
、
茶
後
、
参
品
宮
〔
品
宮
常
子
内

親
王
〕、
即
刻
退
出
、〔
後
略
〕

（『
一
乗
院
門
跡
入
道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
二
十
六
日
条
）

三
会
に
ほ
ぼ
連
続
す
る
日
付
か
ら
、
お
そ
ら
く
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』

（
�
）

の
一
連
の
茶
会
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
会
は
、
ど
う
い
う
理
由
か
、

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の

（
�
）

近
衞
家
�
は
、
取
り
巻
き
を
相
手
に
、「
御
茶
進
上
」
の
形
式
で
内
輪
の
茶

会
を
重
ね
、
経
験
を
積
む
日
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

六
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
意
義

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
は
、
二
十
歳
の
近
衞
家
�
に
よ
る
他
会
記
で
あ
る
。

わ
ず
か
に
三
会
が
記
さ
れ
る
の
み
の
小
冊
子
に
す
ぎ
な
い
が
、
従
来
は
晩
年

の
『
槐
記
』
等
で
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
真
敬
親
王
と
の
交
流
の
一
端
を
、

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
に
記
録
さ
れ
た
道
具
に
つ
い
て
、
聊
か

触
れ
て
お
く
。
貞
享
三
年
六
月
十
三
日
条
（
後
掲
の
翻
刻
﹇
１
﹈）
の
掛
け

物
は
、
後
西
院
宸
翰
茶
御
製
で
あ
る
。
和
歌
本
文
は
「
身
の
う
ち
茶
の
み

つ
ゝ
忍
ふ
こ
と
と
て
は
そ
れ
よ
り
の
ち
の
む
か
し
か
た
り
そ
」
と
あ
り
、
陽

明
文
庫
蔵
後
西
院
筆
『
詠
草
（
身
の
う
ち
茶
）』
一
幅
と
の
関
係
が
思
わ
れ

る
。『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
に
書
き
留
め
ら
れ
る
表
具
は
、「
中
浅
黄
地
金
入

雲
紋
」「
上
下
茶
地
緞
子
大
紋
菊
ヒ
シ
」「
一
文
字
梅
地
金
入
桐
之
紋
風
帯
同
」

で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
陽
明
文
庫
蔵
の
一
幅
は
、
予
楽
院
近
衞
家
�
好
み
の

二
二









殿
御
日
記
』
天
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
見
え
る
小
畠
了
達
の

近
衞
家
伺
候
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
か
。

（
５
）
有
岡
道
瑞
『
茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
は
、
白
㟢
顕
成
氏
『
茶
湯
百

亭
百
会

顕
岑
院
本
（
三
）』（
思
文
閣
出
版

二
〇
一
五
年
）
に
よ

る
。

（
６
）
前
掲
注
（
３
）
谷
端
昭
夫
氏
著
書
。

（
７
）
こ
れ
と
は
べ
つ
に
、
小
笹
喜
三
氏
「
公
家
貴
族
の
茶
会
」（
林
屋

辰
三
郎
氏
・
永
島
福
太
郎
氏
編
集
『
図
説
茶
道
大
系

第
三
巻

茶

会
と
点
前
』
角
川
書
店

一
九
六
四
年
）
二
三
八
頁
の
図
版
三
〇
〇

の
解
説
に
、『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
ほ
か
に
、「
な
お
文
庫
に
は
、

こ
の
ほ
か
に
年
次
不
明
６
月
７
日
「
一
乗
院
御
門
跡
様
御
成
、
夕
御

膳
」
な
る
一
茶
会
記
が
存
す
る
。
相
伴
衆
が
こ
こ
に
見
え
て
い
る
人

た
ち
と
お
な
じ
で
あ
る
の
で
、
す
な
わ
ち
６
月
７
日
に
ま
ず
予
楽
院

が
一
会
を
催
し
、
続
い
て
こ
の
宮
の
茶
会
記
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
想
像
さ
れ
る
。」
と
、
べ
つ
の
茶
会
記
の
現
存
と
、
ほ
か
に
も
一

続
き
の
茶
会
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
一
乗
院
門
跡
入

道
真
敬
親
王
日
記
』
貞
享
三
年
六
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
当
日
、
近

衞
家
�
が
真
敬
親
王
を
招
い
て
い
る
の
は
た
し
か
だ
が
、
相
伴
は
教

因
一
人
で
あ
る
。
稿
者
は
、「
年
次
不
明
６
月
７
日
」
の
一
茶
会
記

を
未
見
の
た
め
、
判
断
で
き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
８
）
「
御
茶
進
上
」
は
、
身
分
柄
、
行
動
を
著
し
く
制
約
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
後
水
尾
院
や
後
西
院
の
周
辺
で
よ
く
行
わ
れ
た
。
前
掲
注

（
３
）
谷
端
昭
夫
氏
著
書
に
指
摘
が
あ
る
。

（
９
）
前
掲
注
（
７
）
小
笹
喜
三
氏
論
考
で
は
、
図
版
二
九
九
に
陽
明
文

庫
蔵
後
西
院
筆
『
詠
草
（
身
の
う
ち
茶
）』
を
掲
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

『
一
乗
院
宮
御
茶
湯
』
の
掛
物
と
同
一
物
と
見
做
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
な
お
、
同
論
考
で
は
、
陽
明
文
庫
蔵
後
西
院
筆
『
詠
草
（
身
の

う
ち
茶
）』
が
近
衞
家
に
入
っ
た
経
緯
と
し
て
、
添
書
に
「
天
和
年

中
一
乗
院
宮
が
ま
ず
勅
詠
と
清
書
を
請
い
、
基
�
が
そ
の
詠
草
を
拝

受
し
帰
っ
た
も
の
と
あ
る
」
と
掲
げ
、
説
明
し
て
い
る
。

（
１０
）
稿
者
は
、
前
掲
注
（
２
）
著
書
一
二
〇
頁
脚
注
４
に
、
近
衞
家
�

が
茶
会
で
用
い
、
現
在
は
陽
明
文
庫
蔵
で
あ
る
一
幅
を
、
三
菩
提
院

宮
（
真
敬
親
王
）
旧
蔵
と
し
た
が
、
そ
れ
と
決
す
る
に
は
な
お
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

附
記

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
二
〇
一
四
年
採
択
研
究

課
題
「『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者

川
崎
佐
知
子
・
研
究
課
題
番
号26370218

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
か
わ
さ
き
・
さ
ち
こ

本
学
准
教
授
）

二
六




